























れる筋合vlは無V,であろ うo これ らのことを抜 きに してvlくら制度をvlじ って





エリー ト研究者を国立研究所として例えば筑波山のふ もとに集め他との差別 を
深めることで業積競争を激化させ, 羊deology､的に もふりわけようとvlう資太
主義としては当然の能率化の動 きとの関係の喝点 も見落してはをらなvlとい う
指摘があ ったこともつけ加えたvlo
｢大学改革と物性研究所｣につthて
物性研 芳 田 空
物性研所長鈴木平氏の ｢大学改革 と物性 研｣と琴す る文章を検討し,意見を
述べるように編集委員の方か ら依嶺されて筆をとるわけであるが,この小論 に

























あるo (あるV,は大学連合に属 してもよvlかも知れなvr})ただ し1.の全国の研
究者に対して開かれた運営をするために,共同利用研を大学の外部に位置付け,
大学の 自治との矛盾を緩和 し,かなりの独立性をもち,相互尊重によって大学












研究が重視されているOこの点内外から反対意見がでるかも知れ を vlo しか し
大学改革の問題にしても共同利用覇の間願にして も意見の分れる場合,その 1
つの原因は内外の人びとがそれぞれの立場智固定して考えることにあるように
恩r)れるQこの意味からも, 円滑夜人事交流は何に もまして重要なことと思 うO
さて上の ような共同利用新構想はよく考えられた ものと思 うO特に 5.の機能
は御尤 もであるが,問題は如何にこれを実行してゆ くかにあると患 うO所員の





1 物 性 研 の 目 的
次の 2 つ の方 向 を目指す /
1.物性 研 究 の現 在 ま での発展を受けその自然延長 として研究の精密化,定 量
化の方 向 を 目 指 す ｡
2.同時 に 新 し い 研 究 分 野 の 積 極 的 開 拓 を 試 み る o
第 2の 研 究 態 度 は 今 後 も 物 性 研 が 常 に 原 理 的 基 鍵 的 研 究 を 行 う もの とすれば




こ ゝでは体制として ｢プロLyエク ト研究｣を否定 し,新 しく ｢コアー ･yス
テム｣とvlう構想替建てる. これは共通のテーマを追 う1つの研究集団であり,




重点督置いた ものと思われる｡ 研究設備がただ装置皆買V,集めた ものであるな
らばそ こで行われる研究 も二流の ものにならざるをえなvlように思うO 特色あ
る高vl水準の研究は,その研究にマッチした研究者の創意工夫による装置で行わ








けなければならなvlと思 うo Lかしこのためには これに伴 う-い害を十分検討
し,任期制がスムーズに実行され るような客勧情勢智つ くることが必要であるO






















④ れ研究の機会均等 けが保障されてV,るか o
鈴木所長の文書に関 して,物性研究所の若手 (大学院生)の 1人として感想
を述べます O 所長文書の内容は次の三つの事項か ら成立 ってvlると思われますO
･i) 実験装置の老朽化を訴え,装置の充実をばかることO
㊥ 東大改革準備亭堵査会の報告における 也附置研究所無視 書の扱V,陀反論す
ること｡､
㊥ 物性研究所将来像に関す る所長私案,




改革準備調査会の報告-の反論の中で,学部に対 して,研究のみを行 う共 同
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